
24 じゃがいも残さ混合飼料給与による豚肉生産

豚の肥育後期に、乾燥温度90℃で処理したじゃがいも残さを10%混合した飼料を給与
すると、飼料効率が高い傾向になり、食感が好ましい豚肉が生産できることがわかりま
した。

【研究内容・成果】

・乾燥温度90℃で処理したじゃがいも残さを
10％混合した飼料給与は、飼料効率が高く、
豚肉の食味性も良くなりました。

【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
畜産酪農研究センター 養豚研究室・0287-36-0428

・肥育豚において、経営コストに占める飼
料費の割合は60％と高く、養豚経営にお
いて大きな課題となっています。

・飼料費の削減を図るため、県内の未利用
資源である「じゃがいも残さ」の豚への
給与試験を実施しました。

・飼料費の低減のみならず食味性等の向
上にもつながり、高付加価値化にも貢
献することが期待されます。

・食品工場で発生する製造副産物の有効
活用にもつながります。

研究課題名：養豚における地域資源を活用した飼養管理技術の開発

じゃがいも残さ混合飼料
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